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注意これは講義ノートではありません。計算の要点を抜粋しただけのものです。 

６-A 平均エネルギー 
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６-B 比熱 
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気体の比熱
古典的理想
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フェルミ面近傍の、エネルギー幅 T程度の電子しか比熱に寄与していない。 
∵低いエネルギーのところに居る電子は、排他律のために上へ上がれない 
⇒ 熱エネルギーを与えられても受け取れない 

６-C 高温での化学ポテンシャル（三次元自由電子の状態密度を εA と置いた） 
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∞→T で、右辺→０であるから、 →µ 負の方向にどんどん大きくなる 

６-D Fermionの大分配関数 
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但し、 jj nn ′,  は、スピン↓、↑のそれぞれの占有数 

６-E ヘルムホルツの自由エネルギー 
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絶対零度では確かに、 EF → F5
3 εN= に一致 [4-E] 

６-F エントロピー 
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−=  となり、確かに、絶対零度でゼロになる。(熱力学第三法則) 

c.f. 古典理想気体では負に発散 ⇒ 無限に小さく縮まってしまうので当然。 
 ザッカーテトロードの公式 
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